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図１譜例１２
ｓｉｄｏｓｏｌｓｏｌｌａｍｉ 拳=＝=＝中園三絃正調調弦法
挙手:=＝琉球三鰯一場調子do■卜ｓｏｌ
re＋１ａ 
する。（譜例、参照）
１、楽句、楽段の終止音が、まったく同じである。
２、音階構造が同じの。］／］？」・ソ局の玖巨ノの。］ｌである。
３、旋律形態の方向性もだいたい一致している。
こ
れ
か
ら
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
中
国
『
茉
莉
花
』
か
ら
、
伊
集『打花鼓の歌」になるまで、長期にわたる変化の過程があった。そ
の間の段階で、数多くの変形が生じ、その過程の要所を概略すると、
中国『茉莉花」↓伊集「打花鼓の歌』（擬構体）↓伊集『打花鼓の歌』
という過程になろう。その旋法の変化は琉球の人独自の旋法感覚によっ
て、三線調絃法の音の高さと押絃位と各音の音程関係などの面で変化
したのである。その規則性は次の如くである。
１
、
開
放
絃
音
中国一一一絃正調調絃法函合四工をもっての。］“旨“己になる。
琉球一一一線一場調子血合四工をもってのデニ・ゴの。］になる。（譜例、参照）
２
、
押
絃
位
中国三絃の正調調絃法では第２、３絃の人差指の押絃音は開放絃音
2１琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型
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譜例1３
譜例1４
■￣」■■■￣■■■■■l■■■
￣￣■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■ 
口ゴー■■■■■■￣￣■■■■■■■■■■■■■■￣■
■Ⅲ■￣ 
譜例１５
中国茉莉花 ＝塞髻＝三三
一a￣
=9=#－出二二13＝］。
伊集打花鼓の歌
￣b－ 
註／の。｝“巴／」・」である。（譜例Ⅲ参照）
中国『茉莉花」は中国の伝統的な五声徴調式
音階の「の。］（徴）、｝四（羽）、ｓ（宮）、局の（商）、
己（角）、、。］（徴）」である。（譜例週参照）
伊集『打花鼓の歌』は琉球音階の「旦夕旦診
琉球三線の一場調子調絃法の第２、３絃の人
差指の押絃音は、開放絃音と「２全音」の距離
である。中国三絃の正調調絃法より、人差指の
押絃音と開放絃音の距離は少し長い。（図１参
照
、=ノ
と．全音と半音」の距離である。琉球三線の
一場調子より、人差指の押絃音と開放絃音との
距離は少し短かい。
４
、
旋
法
３
、
音
階
と
音
列
ａ一ナ０トーフコ
吠卜、可、一ナ？トーフコ
ド
を
も
っ
て
分
2２ 
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そ
の
外
、
路
次
楽
の
『
頌
王
声
」
は
、
さ
か
の
ぼ
ろ
を
経
り
、
中
国
昆
曲
伝
統
曲
牌
『
柳
青
娘
』
と
の
間
の
源
流
関
（、）
係
が
は
っ
き
り
で
き
る
。
な意義がある。
析
し
た
ら
、
琉
球
の
特
徴
的
な
旋
法
の
長
三
度
と
短
二
度
の
テ
ト
ラ
コ
ー
ド
を
も
っ
て
、
中
国
伝
統
旋
法
の
一
つ
の
短
三
度
と
長
二
度
の
テ
ト
ラ
コ
ー
ド
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
る
。
（
譜
例
咀
参
照
）
琉
球
の
人
々
が
中
国
音
楽
を
吸
収
改
変
す
る
過
程
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
規
則
性
は
あ
る
程
度
の
普
通
的
部
分
的
に
要
素
受
容
と
は
、
琉
球
伝
統
音
楽
に
お
け
る
中
国
伝
統
音
楽
の
影
響
を
受
け
る
過
程
で
、
た
だ
そ
の
中
の
部
分
的
な
要
素
を
吸
収
し
、
そ
し
て
そ
の
要
素
を
も
っ
て
、
琉
球
固
有
音
楽
及
び
そ
の
ほ
か
地
域
（
た
と
え
ば
日
本
本
土
な
ど
地
方
）
か
ら
吸
収
し
た
要
素
と
融
合
し
、
｜
つ
新
し
い
音
楽
ス
タ
イ
ル
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
組
踊
と
三
弦
楽
はその類型に属する。
組
踊
は
各
種
の
要
素
が
混
合
し
、
溶
け
合
っ
て
で
き
あ
が
っ
た
音
楽
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
琉
球
固
有
の
音
楽
に
よ
る
基
礎
と
、
日
本
本
土
な
ら
び
に
中
国
か
ら
の
影
響
を
受
け
継
い
だ
要
素
と
が
あ
る
。
組
踊
の
基
礎
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
琉
球
で
育
ま
れ
た
古
典
舞
踊
と
古
典
音
楽
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
典
舞
踊
と
古
典
音
楽
が
物
語
の
展
開
と
登
場
人
物
の
感
情
表
現
の
必
要
に
応
じ
て
新
た
に
組
み
合
わ
さ
れ
、
改
造
さ
れ
て
組
踊
と
い
三
、
部
分
的
に
要
素
受
容
2３琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型
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う
総
合
音
楽
形
式
の
有
機
的
な
一
部
分
と
な
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
組
踊
は
日
本
本
土
の
音
楽
形
式
、
た
と
え
ば
、
能、謡曲からも栄養を豊富に吸収している。組踊の創始者である玉城朝薫創作の五つの組踊（「銘苅
子
」
『
執
心
鐘
入
』
『
女
物
狂
』
「
二
童
敵
討
』
『
孝
行
の
巻
」
）
に
例
を
と
れ
ば
、
濃
厚
な
土
着
性
を
具
え
た
『
孝
行
の
巻
」
を
除
く
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
関
し
て
『
銘
苅
子
』
は
謡
曲
『
羽
衣
』
か
ら
影
響
を
受
け
継
ぎ
、
『
執
心
鐘
入
』
は
能
や
歌
舞
伎
の
『
道
成
寺
』
と
「
安
達
原
』
の
筋
立
て
を
取
り
入
れ
、
創
作
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
『
女
物
狂
』
と
能
楽
『
隅
田
川
』
、
「
二
童
敵
討
』
と
能
楽
『
夜
討
曽
我
」
「
子
袖
曽
我
」
と
は
、
い
ず
れ
も
緊
密
な
関
係
が
あ
る
。
ま
た
、
田
里
の
作
品
『
萬
歳
敵
討
』
は
謡
曲
『
放
下
僧
』
か
ら
、
高
宮
城
創
作
の
「
花
売
之
縁
』
は
「
芦
刈
』
か
ら
脱
皮
し
て
き
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
形
式
に
関
し
て
は
、
組
踊
の
名
乗
り
、
口
説
、
歌
唱
形
式
、
同
吟
、
舞
台
構
成
、
伴
奏
地
謡
、
装
束
な
ど
が
い
ず
れ
も
、
能
楽
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
名
乗
り
は
、
登
場
人
物
が
自
分
の
名
前
や
住
ま
い
、
身
分
を
観
衆
に
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
組
踊
の
中
に
こ
れ
に
類
似
す
る
表
現
法
が
あ
る
。
口
説
は
名
乗
り
に
次
ぐ
歌
唱
形
式
で
あ
り
、
旅
路
の
景
色
を
叙
唱
し
た
り
、
劇
中
人
物
の
内
面
感
情
と
願
望
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
組
踊
の
口
説
の
多
く
は
、
能
楽
を
踏
襲
し
て
い
る
。
能
楽
に
あ
る
下
歌
と
上
歌
は
、
一
定
の
詩
形
を
持
つ
歌
唱
形
式
で
あ
り
、
つ
ね
に
叙
事
と
杼
情
に
用
い
ら
れ
、
主
役
と
脇
役
に
よ
り
、
演
唱
さ
れ
る
。
こ
の
歌
唱
形
式
も
組
踊
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
、
同
吟
は
能
楽
の
主
役
と
脇
役
と
の
合
唱
で
あ
り
、
組
踊
に
現
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
組
踊
の
地
方
（
じ
か
た
）
も
、
能
楽
と
ほ
ぼ
同
じ
く
、
太
鼓
、
笛
な
ど
が
あ
る
。
違
い
は
三
線
と
箏
が
入
っ
て
い
る
2４ 
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点
で
あ
る
。
ま
た
、
組
踊
の
舞
台
構
成
、
舞
台
動
作
と
化
粧
な
ど
に
も
、
能
楽
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。
全
体
か
ら
見
る
と
組
踊
は
能
楽
よ
り
写
実
に
傾
き
、
現
代
演
劇
に
近
く
、
能
楽
か
ら
現
代
演
劇
へ
の
過
渡
の
一
環
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
（皿）
組
踊
と
中
国
戯
曲
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
か
っ
て
筆
者
は
『
琉
球
組
踊
と
中
国
戯
曲
』
で
初
歩
的
な
分
析
を
試
み
た
。
組
踊
の
物
語
を
構
成
す
る
基
本
的
思
想
に
つ
い
て
、
当
間
一
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
四
七
の
組
踊
の
う
ち
四
六
は
忠
孝
節
義
を
内
容
と
し
、
中
国
の
伝
統
的
な
儒
家
思
想
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
特
徴
に
つ
い
て
言
え
ば
、
両
者
は
、
い
ず
れ
も
、
総
合
性
、
虚
構
性
及
び
様
式
性
（
あ
る
い
は
規
範
性
）
と
い
っ
た
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
美
学
的
原
則
に
つ
い
て
言
え
ば
、
組
踊
も
、
中
国
戯
曲
も
、
「
写
意
」
を
主
と
す
る
美
学
観
を
貫
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
単
純
な
形
の
類
似
で
は
な
く
、
真
髄
の
追
求
に
力
を
入
れ
、
対
象
の
情
趣
の
描
写
と
本
質
の
表
現
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
劉
富
琳
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
組
踊
の
歌
の
創
作
方
式
は
中
国
伝
統
戯
曲
の
曲
牌
の
。
曲
多
用
」
と
（皿）
類
似
し
て
い
る
。
具
体
的
に
演
目
の
面
に
は
、
組
踊
『
執
心
鐘
入
」
と
中
国
戯
曲
『
朱
文
走
鬼
」
、
『
一
一
一
塁
敵
討
』
と
「趙氏孤児』、「銘刈子」と『牛郎織女』、「手水の縁』と『宣官子弟錯立身』などの間に、あらすじ、
劇
の
構
造
、
役
者
演
技
の
構
造
要
素
な
ど
面
に
、
た
く
さ
ん
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
琉
球
組
踊
の
成
立
と
展
開
の
過
程
中
、
部
分
的
に
要
素
受
容
の
方
式
を
以
っ
て
、
中
国
戯
曲
の
影
響
を
受
け
た
と
説
明
で
き
る
。
琉
球
三
線
音
楽
は
複
合
性
あ
る
音
楽
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
音
楽
の
特
徴
は
主
に
琉
球
固
有
の
音
楽
芸
能
形
式
に根ざしながら、中国三弦及びその音楽から栄養を豊富に吸収し、同時に、日本本土の一一一味線音楽か
2５琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型
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ら
も
影
響
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
。
三
線
は
琉
球
に
伝
わ
っ
た
当
初
か
ら
、
琉
歌
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
ま
た
、
琉
球
固
有
の
歌
謡
で
あ
る
「
お
も
ろ
」
と
も
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
琉
歌
の
中
に
あ
る
多
く
の
要
素
が
「
お
も
ろ
」
か
ら
来
て
い
る
し
、
多
く
の
歌
詞
が
直
接
に
「
お
も
ろ
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
「
お
も
ろ
」
は
三
線
音
楽
の
主
流
で
あ
る
琉
歌
の
母
胎
で
あ
る
。
そ
の
後
、
三
線
音
楽
は
琉
球
固
有
の
歌
唱
形
式
の
旋
律
（
例
え
ば
、
民
謡
や
民
俗
音
楽
の
中
に
あ
る
歌
唱
の
旋
律
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
き
た
か
ら
、
琉
球
三
線
音
楽
は
琉
球
固
有
の
音
楽
の
基
礎
の
上
に
し
っ
か
り
と
根
ざ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
琉
球
の
三
線
及
び
そ
の
音
楽
の
中
で
、
楽
器
の
形
状
や
名
称
の
語
源
、
一
一
一
線
と
歌
唱
と
の
関
係
、
調
弦
法
、
楽
譜
（
記
譜
法
）
、
楽
曲
（
旋
律
）
、
音
階
と
い
っ
た
面
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ
も
、
中
国
の
三
弦
及
び
そ
の
音楽と深い関係がある。中国の一一一弦には、大三弦、中三弦、小三弦という一一一種類があるが、琉球の三
線
の
形
状
は
、
中
国
南
方
の
小
三
弦
と
お
お
む
ね
同
じ
で
あ
り
、
違
い
と
い
え
ば
、
琉
球
の
一
一
一
線
の
胴
は
中
国
の
小
三
弦
よ
り
や
や
大
き
く
、
棹
は
や
や
短
く
、
音
の
共
鳴
が
比
較
的
良
い
。
琉
球
の
三
線
と
い
う
名
称
の
語
源
に
つ
い
て
は
一
一
つ
の
面
か
ら
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
琉
球
方
言では、の四日】の臣ロノの四日］、四Ｆの四日の宮Ｐの四日の①Ｐのげ四日】呂旨“のケ四目］の①Ｐのげゆ目の宮口珍呂四日の①ロなど
という。この呼び方は、福建南部方一一一一口と何らかの関係がある。福建南部方言（閏南語）で「一一一弦」は
ｍ四日三目と発音し、その中の、四日の曰音はｍ盲目の宮Ｐの冨昌呂冒の曰診目音の出所と考えられる。も
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う
一
つ
は
、
琉
球
標
準
語
で
「
一
一
一
線
」
を
ｍ
：
呂
曰
と
発
音
す
る
点
で
、
そ
れ
は
、
北
京
語
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
ようである。というのは、北京語で「一一一弦」をｍ：凶目と発音し、その中のの目のロ音は、琉球標準語
の
目
の
呈
曰
と
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
的
に
考
え
る
と
、
冊
封
使
は
北
京
発
音
を
正
統
と
す
る
中
国
語
の
発
音
を
（Ｍ） 
琉
球
人
に
教
え
た
か
ら
、
の
目
の
宣
旨
の
発
音
は
北
京
発
音
に
近
い
は
ず
で
あ
る
。
三
線
と
歌
唱
の
関
係
に
つ
い
て
、
琉
球
古
典
音
楽
で
は
、
歌
唱
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
一
一
一
線
で
伴
奏
し
、
歌
唱
ぬ
き
の
三
線
演
奏
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
中
国
で
も
、
一
一
一
弦
は
各
種
の
説
唱
音
楽
の
主
要
な
伴
奏
楽
器
で
あ
る
。
福
建
南
曲
で
は
、
三
弦
は
琵
琶
、
洞
篇
、
二
弦
と
と
も
に
、
歌
唱
の
伴
奏
を
す
る
。
こ
の
他
、
記
譜
法
、
調
弦
法
、
音
階
、
旋
律
、
唱
奏
関
係
（
歌
唱
と
伴
奏
と
の
関
係
）
、
演
奏
様
式
、
一
曲
多
詞
、
音
楽
思
想
な
ど
に
関
し
て
も
、
琉
球
一一一線音楽と深い関係がある。具体的な分析は、拙著『三弦芸術論』の各章で詳述する。しだかって、
「部分的に要素受容」の音楽スタイルの一つとして、琉球一一一線音楽における中国三弦とその音楽を吸
収
し
、
融
和
し
、
こ
れ
を
以
っ
て
自
分
に
豊
富
す
る
。
さ
ら
に
自
分
の
特
色
あ
る
琉
球
三
線
と
そ
の
音
楽
を
創
案
す
る
。
日
本
本
土
の
一
一
一
味
線
が
琉
球
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
す
で
に
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
琉
球
の
三
線
及
び
そ
の
音
楽
の
中
に
は
、
日
本
本
土
か
ら
受
け
た
多
く
の
逆
方
向
の
影
響
を
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
形
状
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
琉
球
一
一
一
線
は
中
国
の
小
三
弦
よ
り
棹
が
短
く
、
胴
が
大
き
い
。
胴
が
大
き
い
こ
と
は
日
本
本
土
か
ら
の
影
響
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
三
線
の
各
部
位
の
名
称
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
日
本
本
土
と
（脂）
同トレであうっ。
２７琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型
Hosei University Repository
三
線
の
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
、
日
本
本
土
の
影
響
を
受
け
た
典
型
的
な
例
は
、
『
仲
風
』
で
あ
る
。
そ
の
歌
詞
の
音
節
は
七
五
八
六
と
な
っ
て
い
る
。
前
半
の
七
、
五
音
節
は
日
本
本
土
の
和
歌
の
構
造
と
同
じ
で
あ
り
、
後
半
の
八
、
六
音
節
は
、
琉
球
伝
統
の
琉
歌
の
構
造
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
本
土
の
和
歌
と
琉
球
の
琉
歌
と
い
う
両
方
の
特
徴
を
折
衷
し
た
中
間
的
な
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
仲
風
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
『
口
説
』
は
、
日
本
本
土
か
ら
琉
球
に
直
接
伝
わ
っ
て
き
た
形
式
で
あ
る
。
そ
の
詞
形
に
つ
い
て
は
、
日
本
本
土
と
同
じ
、
七
、
五
連
続
型
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。
歌
詞
に
用
い
ら
れ
る
語
彙
も
、
ほ
と
ん
ど
日
本
本
土
の
大
和
言
葉
で
あ
る
。
琉
球
の
三
線
音
楽
は
、
琉
球
固
有
の
音
楽
芸
能
文
化
と
、
日
本
本
土
及
び
中
国
の
音
楽
芸
能
文
化
の
影
響
が
長
期
に
わ
た
る
発
展
過
程
で
融
合
し
、
形
成
さ
れ
た
複
合
的
な
音
楽
芸
能
文
化
で
あ
る
。
総
括
的
に
の
べ
る
と
、
琉
球
伝
統
音
楽
に
お
け
る
中
国
伝
統
音
楽
の
受
容
は
、
原
存
受
容
、
変
体
受
容
お
よ
び
部
分
的
に
要
素
受
容
と
三
つ
の
類
型
が
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
類
型
も
受
容
の
過
程
中
、
受
容
者
は
必
ず
自
分
の
感
性
に
よ
っ
て
受
容
対
象
を
変
化
さ
せ
、
改
造
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
は
、
「
変
化
」
は
絶
対
的
で
あ
り
、
「
不
変
」
は
相
対
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
「
原
存
受
容
」
と
「
変
体
受
容
」
と
い
う
の
は
、
変
化
す
る
程
度
の
違
い
の
謂
い
で
あ
る
。
即
ち
、
「
原
存
受
容
」
の
「
変
」
は
、
全
く
変
化
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「
量
」
の
変
化
の
段
階
で
あ
る
。
「
変
体
受
容
」
の
「
変
」
は
、
変
化
の
程
度
が
「
質
」
的
な
変
化
に
ま
で
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
結
論
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そ
し
て
、
「
原
存
受
容
」
「
変
体
受
容
」
い
ず
れ
も
歴
史
、
社
会
、
文
化
に
起
因
す
る
。
琉
球
御
座
楽
が
中
国
音
楽
を
受
容
す
る
際
に
「
変
化
し
な
か
っ
た
」
原
因
は
、
御
座
楽
の
成
立
の
過
程
で
、
外
交
上
の
便
宜
の
た
め
に
中
国
音
楽
を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
琉
球
は
宗
主
国
に
対
し
て
尊
敬
の
念
を
抱
き
、
宗
主
国
の
音
楽
を
王
国
の
飾
り
と
し
て
の
必
需
品
と
み
な
し
、
王
権
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
取
り
込
ん
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
意
識
的
に
変
化
と
改
造
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
後
に
は
薩
摩
藩
の
支
配
者
も
、
「
異
国
支
配
の
誇
り
」
と
い
う
需
要
を
満
た
す
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
中
国
風
を
保
た
せ
た
の
で
あ
る
。
『
打
花
鼓
』
の
沖
縄
に
お
け
る
変
化
し
た
要
因
は
三
つ
あ
る
と
考
え
る
。
第
一
に
、
演
出
の
場
の
変
化
で
あ
る
。
民
俗
行
事
と
し
て
道
で
遊
び
歩
く
の
に
適
応
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
元
々
は
室
内
性
・
劇
場
性
・
物
語
性
・
戯
劇
性
を
表
現
し
て
い
た
も
の
か
ら
、
戸
外
性
・
広
場
性
・
非
物
語
性
・
舞
踊
性
に
変
わ
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
芸
術
的
な
趣
向
の
面
で
は
、
琉
球
の
人
々
は
太
鼓
音
楽
を
好
ん
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
伊
集
『
打
花
鼓
』
の
演
出
で
は
、
物
語
を
述
べ
る
の
を
切
り
捨
て
て
太
鼓
を
打
つ
こ
と
や
、
い
ろ
い
ろ
な
振
り
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。
第
三
に
、
思
想
的
な
面
で
あ
る
。
琉
球
の
人
々
が
『
打
花
鼓
』
を
作
り
か
え
て
き
た
要
因
を
、
さ
ら
に
深
く
探
る
な
ら
ば
、
『
忠
孝
節
義
』
と
『
礼
楽
治
天
下
」
の
封
建
的
な
倫
理
道
徳
を
尊
崇
す
る
儒
家
思
想
と
関
連
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
公
子
が
き
れ
い
な
太
鼓
打
ち
の
婦
人
に
戯
れ
る
と
こ
ろ
は
、
伊
集
の
「
打
花
鼓
」
で
は
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
組
踊
は
、
琉
球
の
固
有
音
楽
に
基
礎
と
し
て
、
広
く
日
本
本
土
や
中
国
の
音
楽
要
素
を
吸
収
し
、
融
合
し
、
一
つ
の
新
し
い
音
楽
ス
タ
イ
ル
を
創
案
し
た
。
琉
球
の
人
々
が
よ
く
吸
収
し
、
融
合
し
、
創
新
し
て
音
楽
の
創
造
力
に
体
現
し
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注
解（１
）
山
内
盛
彬
『
琉
球
音
楽
芸
能
史
』
、
『
山
内
盛
彬
著
作
集
第
一
巻
』
第
七
七
～
二
二
○
ペ
ー
ジ
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
九
三
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。
（
２
）
富
浜
定
吉
『
五
線
譜
琉
球
古
典
音
楽
』
第
二
六
四
ペ
ー
ジ
、
文
教
図
書
、
一
九
八
○
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。
（
３
）
「
中
国
民
間
歌
曲
集
成
（
福
建
巻
）
』
第
四
七
五
ペ
ー
ジ
、
中
国
扇
国
Ｚ
中
心
、
一
九
九
六
年
第
一
版
、
中
国
北
京
。
（
４
）
山
内
盛
彬
『
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
研
究
』
第
三
九
○
、
三
四
一
ペ
ー
ジ
、
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
日
本
東
以
上
の
三
類
型
の
受
容
の
中
で
、
共
通
的
、
主
導
的
な
「
変
化
し
た
」
原
因
は
、
主
に
琉
球
の
人
々
が
長
い
歴
史
の
発
展
、
芸
術
の
実
践
の
中
で
形
成
し
て
き
た
独
白
の
美
意
識
と
習
慣
と
し
て
き
た
音
楽
言
語
に
あ
り
、
琉
球
の
人
々
は
無意識のうちに、自分の美意識と習慣としてきた音楽一一一一口語によって外来の音楽を改造し、その外来音
楽
を
自
分
の
美
意
識
に
適
応
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
。
（５） 
（６） 
（７） 富
浜
定
吉
「
五
線
譜
琉
球
古
典
音
楽
』
第
二
六
六
ペ
ー
ジ
、
文
教
図
書
、
一
九
八
○
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。
山
内
盛
彬
『
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
研
究
』
第
二
九
八
ペ
ー
ジ
、
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
第
一
版
、
日
本
東
京
。
高
景
池
伝
譜
、
奨
歩
義
編
「
昆
曲
伝
統
曲
牌
選
』
、
第
一
三
七
ペ
ー
ジ
、
人
民
音
楽
出
版
社
、
一
九
八
一
年
第
一
版
、
中
国
北
京
。
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文
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（
８
）
山
内
盛
彬
「
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
研
究
』
第
三
一
一
一
ペ
ー
ジ
、
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
日
本
東
京
。
（
９
）
山
内
盛
彬
『
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
研
究
』
第
三
一
一
○
ペ
ー
ジ
、
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
日
本
東
京
。
（
皿
）
喜
名
盛
昭
『
沖
縄
と
中
国
の
芸
能
」
第
一
四
二
ペ
ー
ジ
、
ひ
る
ぎ
社
、
一
九
八
四
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。
（
、
）
王
耀
華
『
三
弦
芸
術
論
（
下
巻
）
』
第
六
九
’
七
五
ペ
ー
ジ
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
一
年
第
一
版
、
中
国
福
州
。
（
Ｅ
）
王
耀
華
『
琉
球
・
中
国
音
楽
比
較
論
」
第
一
一
一
一
一
一
’
’
三
九
ペ
ー
ジ
、
那
覇
出
版
社
、
一
九
八
七
、
日
本
那
覇
。
（
Ⅲ
）
劉
富
琳
『
琉
球
組
舞
と
中
国
戯
曲
』
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、
二
○
○
二
年
、
中
国
福
州
。
（
Ｍ
）
小
島
理
礼
「
琉
球
学
の
視
角
』
第
一
一
五
八
’
一
一
六
一
ペ
ー
ジ
、
『
福
建
文
化
の
比
較
文
学
の
展
望
一
一
、
一
一
一
弦
か
ら
三
味
線
に
』
、
柏
書
房
、
一
九
八
三
年
、
日
本
東
京
。
（
過
）
王
耀
華
『
三
弦
芸
術
論
（
中
巻
）
」
図
六
五
、
海
峡
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
一
年
第
一
版
、
中
国
福
州
。
１
、
伊
波
普
猷
『
校
註
琉
球
戯
曲
集
」
、
椿
樹
社
、
一
九
二
九
年
初
版
発
行
、
一
九
九
二
年
複
刻
版
発
行
、
日
本
沖
縄
。
２
、
山
内
盛
彬
『
琉
球
の
音
楽
芸
能
史
』
、
『
山
内
盛
彬
著
作
集
第
一
巻
』
第
七
七
’
一
一
二
○
ペ
ー
ジ
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
九
三
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。
３
、
山
内
盛
彬
『
琉
球
王
朝
古
謡
秘
曲
の
研
究
員
民
俗
芸
能
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
九
年
、
日
本
東
京
。
一泉。
3１琉球伝統音楽における中国伝統音楽受容の三つの類型
Hosei University Repository
９、王耀華『琉球御座楽と中国音楽』、人民教育出版社、
８、王耀華『琉球・中国音楽比較論』、那覇出版社、
７、王耀華『琉球と中国の三弦音楽』、第一書房、
６、王耀華『三弦芸術論』、海峡文芸出版社、
４
、
小
島
理
礼
『
琉
球
学
の
視
角
』
、
柏
書
房
、
５
、
当
間
一
郎
『
組
踊
研
究
』
、
第
一
書
房
、
九八五年、日本東京。
九八三年、日本東京。
九
九
一
年九九
八
年
第
一
版
、
日
本
東
京
。
九
八
七
年
第
一
版
、
日
本
那
覇
。
○
○
三
年
九
月
第
一
版
、
中
国
北
京
。
月
第
一
版
、
中
国
福
州
。
3２ 
Hosei University Repository
